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小型火山ガス（CO2）センサの開発（その1)
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はじめに
これまでCP-SAR衛星裕鍛の前段階としてのUAV搭厳カメラの研究開発を行ってきたが、UAVの災害対策／監視の需要の高まりを背景に、火山ガスセンシングの一貫と
して、小型CO2センサの開発を倹討したので、その結果について報告する。
(1)UAV/UGV搭載を前提に小型軽量化
(2）データ送信は次の課題とし、デ－1の保存機能を持つこと
(3）単独でも動作すること（電力供給は電池）
を前提としてCO2センサの開発を検討した。
注目される火山ガスとしては、二酸化硫黄（S02）、フッ化水素（HF）、硫酸塩（SO／・）、 二酸化炭素（CO2）、塩化水素（HCI）ならびに硫化水素（H2S）などがあるが、、ここで
CO2を観測対象としたのは、 1986年にニオス湖で起きたガス噴出l立、火山ガス関連の事故中で鰻も被害が大きく、 CO2の噴出が原因とされていることがその動機となっ
T二s
研究内容・計画について
目的1一般的な部材を収集してCO2センサを製作し、その特性を知る。
目的2:UAV/UGVに搭載可能なCO2センサの開発検討として仕械を策定する。
1. CO2センサを製作する。
① データ収集はボ ドーコンビュ ヲーとし、小型化を図る。
②実濃度との比較を行う。
2.繕載仕織の策定。
① どニまで小型化する必要があるのか？
②センサ単体で、どζまで自律化を考えるか？
→これは繕載プラットフォー ムとの1/F及び観測計画に依存するが、標準化として必要なモノ／コトを
倹討することが必要
臓発ガスセンサ
(1) CO2センサ
・TGS4160を用いたCO2センサ
(2）デー告収集
SDカー ドに自動収集方式とした。
デ－1収集時間間隔は、 CO2センサ＋温度／湿度センサを同時に組み込んだ場合に、1秒。
データ収集量は、4GBのSDカードを使用した場合に、約11時間である。
（電池の容量の方が制限条件となっている）
(3）現状佐織
サイズ；65mmx 50mm x 30 mm（高）xS枚 重量；1209（箆体，電池除く）
UAV/UGV鑓緩rco2センサとしての必要佐織
小型軽量化（プラットフォームに依存するが）
・サイズ
150mm×100mmx5Qmm程度
ドロー ン裕裁可能なサイズ？／ある特定のUGV肉部への繕載エリアを前提としたサイズ
．重.
UAV:2009、UGV:5009それぞれ給電部は除く＝UAV/UGVともにプラットフオー ムLipoを想定
．電力
5V(C02センサは元々AC対応なので、センサ安定化まで公称2時間とされている）
＝〉克服すべき諜題
．自律化
観測エリアに入ったら動作ON=GPS信号を受けて観測開始／終了；プラットフォームとの連機
運賢建結果
(1）時系列データ
CO2測定結果を示した。
．室内＋呼気
(2）実濃度との比較検僅＝＝求lkliE
－火山ガスの測定
・標準ガスでの銭定
今後の課題
1. UAVに関しては観測対象との距離を考えると収集データを無線などで飛ばすことを考え鎗厳重
量を増やすよりは、その場でのデ－1保存を摘要する方が航続距離を伸ばし、より観測エリアを増
やす事の方が観；lJメリットはは高いと考える。
2.一方、UGVについては、搭載重量の軽減化は必要であるが、その利用シーンを考えると、デ－1
を無線で飛ばす事も考慮した方がよいと思われる。技適品の2.4GHzでは飛ばせる距離も限界があ
るので、悩ましい部分である。
3 本回路はCO2以外のガス＝硫化水索、 S02,H2SIこも多少の回路変更で対応出きるので、他の
ガスへの対応を担主張を検討する。
4.電力問題の解決策の策定。
5.実ガス濃度（火山ガス、標準ガス）との比較検艇を行う。
6.実際にUAV/UGVへの裕裁を依頼中であり、2015FYには実地観測に供したいと考えている。
7. 光学センサでの画像デ－1とその場観測データの比較も考えたいので、本シンポでの意見交感
に期待している。
1/1＃；：千葉大学環境リモートセンシングセンターから、共同研究のための支媛を受けました。
本研究における機材の一部を賦入して頂きました。ここに犯して深く感謝いたします。
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CO2センサ仕様
TGS4160i士様
二酸化炭素検知素子と温度補償用サーミス告を肉蔵したハイブ
リット固体電解質型センサ
検知素子は両面に電極を印刷したナトリウムイオン伝導体と、白
金ヒー タの2つの電纏閉に発生する起電力変化をモニ9ー すること
によって、雰囲気のCO2濃度変化を検知する
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本ポス骨ーについてのお問い合わせは、大前宏和まで
Email : ohmae@sentencia.co.10 
他センサなどと併せて観測して頂ける可能性をお持ちの研究者
/Groupには、,JI］途打ち合わせ、製作したものを提供数します。
ただし.1台のみですm(__)m
お問い合わせください。
